
事業活動の紹介

「セルロースナノファイバーを用いた全熱交換器・仕切板の調査研究」

【廣瀬製紙株式会社の研究開発成果】

研究開発テーマ名

令和２年９月　～　令和３年８月実 施 期 間

廣瀬製紙株式会社企  業  名

高知県立紙産業技術センター共 同 研 究 機 関

【本研究内容に関する問合せ先】
高知県土佐市高岡町乙３２９２番地１
廣瀬製紙株式会社  フロンティア工場
（URL: https://www.hirose-paper-mfg.co.jp/）

連絡先：経営管理グループ　下八川 大
TEL：088-852-7774
E-mail:m-shimoyakawa@hirose-paper-mfg.co.jp

　シックハウス症候群の原因ガスが逆流しない全熱交換器仕切板の調査と開発のため、既存品を
購入し、その中の全熱交換器仕切板を試作品と比較した。試作品と既存品について、湿度交換率、
透気度、結露時の寸法安定性、坪量、厚みをそれぞれ測定した。その結果、試作品は透気度が高く、
ガスバリア性に優れていることが示された。一方、湿度交換率と結露時の寸法安定性が課題である
ことが判明した。

研 究 開 発 概 要

　シックハウス症候群の原因ガスが逆流しない全熱交換器仕切板の調査と開発のため、既存品
を購入し、その中の全熱交換器仕切板を試作品と比較した。試作品はCNF 配合シートに後加工
を行い作製した。JIS B8628 に規定された全熱交換率測定はユニットを組み立て特殊装置で測
定する必要があり、仕切板シートの評価はできない。試作品と既存品について、測定法を工夫し
て湿度交換率、透気度、結露時の寸法安定性、難燃性などを評価した。試作品は湿度交換率、
結露時の寸法安定性既存品において現行品より劣る評価結果となった。試作品の透気度は既存
品より4 倍以上高く、ガスバリア性に優れていることが示された。試作品は CNFを配合した効果
により期待通りガスバリア性が大きく向上したが、湿度交換率が低くなった。これから開発を進め
ていくうえで指針となる貴重なデータを得ることができた。

研 究 開 発 成 果

図A  湿度交換率
（衣服内気候測定装置において、仕切板を介して低温
低湿側と恒温恒湿側に空気を流した時の湿度変化）

図B  結露時の寸法安定性

乳酸菌を用いた新規ぶしゅかん商品の研究開発

【四万十ぶしゅかん株式会社の研究開発成果】

研究開発テーマ名

令和２年９月　～　令和３年８月実 施 期 間

四万十ぶしゅかん株式会社企  業  名

国立研究開発法人産業技術総合研究所 健康医工学研究部門 堀江祐範共 同 研 究 機 関

　ぶしゅかんは高知県幡多地方を中心に栽培されている香酸柑橘で、爽やかな香りを有するが、知
名度は高くない。ぶしゅかんのブランド力強化のためには、類似の柑橘にはない新しい商品の開発が
必須である。本研究開発では、香りや機能性などぶしゅかんの特長を活かしつつ、幡多地方より新た
に分離した乳酸菌と組み合わせ乳酸発酵を行うことで、新たなおいしさと機能性を創出し新商品へ展
開する。

　四万十市産のぶしゅかんの花から、乳酸菌株の分離を試み、新規乳酸菌株として
Latilactobacillus sakei を分離することに成功した。糖資化性試験の結果、22 種類の糖を利
用可能であった。一般的に食品に含まれる糖はいずれも利用可能であったことから、新規分離株
を用いた発酵は通常入手可能な糖で行えると考えられた。ついで、本菌株を用いてぶしゅかん果
皮の乳酸発酵試験を実施した。搾汁後の外果皮をペースト状にしてショ糖を加えた後、乳酸菌を
添加して３７℃で発酵させた。この結果、pH の低下と酸度の上昇、乳酸の産生が認められたこと
から、ぶしゅかん果皮ペーストの乳酸発酵が行われたと考えられた。発酵後の果皮ペーストには生
きた乳酸菌が１グラムあたり１億個程度含まれていた。

【本研究内容に関する問合せ先】
高知県四万十市山路 2494-1
四万十ぶしゅかん株式会社
（URL: https://shimanto-bushukan.jp/）

連絡先：取締役　高山 竜大
TEL：0880-31-9211
E-mail：tatsuhirota@gmail.com

研 究 開 発 概 要

研 究 開 発 成 果
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